
Title ヒルト教授 支那古代史
Sub Title
Author 田中, 萃一郎

Publisher 三田学会
Publication year 1909

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.1, No.5 (1909. 6) ,p.663(121)- 668(126) 
JaLC DOI
Abstract
Notes 新著批評
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19090601-

0121

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


、、. 
1 

。

ー . ---~.一一....---_.--白~ よ】ーー"ーーー喝 →，'f;.で亨ー--~・ーー. ~~ ----一
見 ‘← J

120 

必
注
目

白
ホ

を
漣
れ
℃
参
今
ま
し
た
、
愈
々
一
般
が
来
て
目
の
前
代
京
ゆ
る
う
で
お
A
P
ま
す
、
夫
れ
な
ど
は
向
よ
へ
行
b
d
合
し
た
人
の

と
岳
ク
般
が
弱
つ
℃
、
今
自
分
の
仇
を
打
っ
と
一
試
ふ
気
持
活
を
悶
く
t
乙
述
も
往
来
邦
で
カ
ン
メ

Y

ス
ア

l
y
は
何
成

も
な
く
な
っ
℃
、
何
も
一
一
誌
は
ず
に
死
ん
で
仕
都
、
r
A
I
C
一
五
ふ
で
あ
る
と
一
一
一
口
つ
て
聴
い
ザ
し
も
識
も
知
ら
ね
、
・
え
れ
よ
」
同
と

芝
居
で
御
座
い
ま
す
、
犬
れ
か
ら
後
は
皆
様
御
存

b
の
イ
く
コ
オ
ト
ジ
4

ア
タ
ア
杯
も
っ
ク

1
Jア
ン
ボ
廿

1
し
で
、
英
吉

プ
セ
ン
の
ア
イ
Y
ド
グ
ツ
キ
し
寸
?
?
プ
ト
マ
シ
し
の
泥
棒
利
人
全
般
の
注
怠
を
引
か
な
か
っ
た
、
併
な
が
ら
如
何
に

の
喜
劇
で
御
座
い
ま
す
、
来
れ
は
英
吉
利
の
方
で

1
U
1

劇
壇
一
般
の
人
の
注
意
を
し
な
か
っ
た
、
運
動
で
も
英
連

プ
ス
コ
メ
デ
1
L
t乙
一
式
ふ
名
前
で
わ

b
設
す
、
是
れ
も
非
勤
が

y-
の
位
奥
日
両
な
も
の
で
ゐ

h
、
ど
の
位
の
滋
義
の

協
な
成
功
を
牧
め
た
、
共
外
は
殆

-Ar、
バ
ー
ナ
ー
ド
シ
~
も
の
で
わ
っ
た
か
之
一
去
、
ム
事
を
後
世
代
も
誘
引
い
体
へ
℃
犬

ヨ
!
の
紹
介
に
全
力
を
遊
く
し
た
t
乙
一
一
一
一
日
っ
て
資
い
。
一
れ
が
又
外
闘
に
如
何
な
る
影
響
乞
致
し
、
如
何
に
幹
を
邸

そ
乙
で
斯
く
の
如
く
寸
コ
オ
ト
シ
イ
ア
タ
ア
し
の
事
業
は
千
一
し
枝
を
出
し
質
乞
結
ん
か
か

ι一
五
、
ム
事
は
測
知
ふ
事
、
が
出
来

九
百
O
四
年
か
ら
七
年
迄
僅
か
四
年
間
に
捗
っ
た
仕
事
で
…
な
い
苧
と
お
び
ま
す
か
ら
、
斯
P
A
な
つ
ま
ら
な
い
御
誌
で

ゐ
ち
ま
す
け
れ
共
、
斯
く
迄
鋭
い
時
期
に
斯
く
お
越
化
の
一
一
一
般
や
1

り
見
る
之
つ
ま
、
b
ぬ
認
勤
1

乙
御
考
へ
で
は
御
感
い

ゐ
る
色
々
の
芝
居
、
議
ひ
だ
芝
底
bz
紹
介
し
た
い
池
勤
は
他
一
ま
せ
う
け
れ
共
、
併
し
此
一
連
動
が
日
本
の
劇
泊
代
収
つ
℃

闘
は
知
ら
ず
、
英
古
利
に
於
て
は
珍
ら
し
い
の
で
ゐ

b
宏
一
一
は
世
間
や
り
注
怠
ヨ
れ
無
い
運
勤
で
も
非
常
な
市
中
と
忠
ぴ

す
、
恐
ら
く
は
英
古
利
の
人
は
此
寸
コ

X

ト
シ
イ
イ
ア
タ
ア
し
…
ま
す
か
、
b
γ
自
分
の
表
考
の
斜
め
に
湖
、
b
ぺ
℃
居
ま
し
た

の
事
業
に
ご
闘
の
訟
怠
ど
も
榔
ら
っ
て
足
、
わ
な
か
っ
た
の
一
事
を
御
認
し

J

や
よ
し
て
諸
君
の
静
聴
を
麟
し
た
諜
で
め
ム
ソ
ま

で
あ
A
Y
ま
す
、
制
御
惑
の
近
頃
ー
カ
ン
メ

Y
ス
ア

l
y
L
L

す

。

一

六

回

文

準

食

代

於

て

)

(

完

)

一
五
ふ
方
訟
を
立
っ
て
迩
P
A
だ
方
の
芝
居
が
ゐ
っ
て

γ
1
-プ

y
wノ
シ
ク
の
も
の
杯
や
っ
て
居
る
青
年
の
芝
居
が
ゐ
る
コ

銭

A

、.句、.

J

ノ」
J

一

' 

.l2t 

℃
、
っ
侍
一
説
時
代
の
諸
帝
の
如

3
古
代
交
那
思
想
の
反
影
せ

る
も
の
之
な
す
も
、
災
・
常
の
如
b
d
術
ほ
現
質
的
の
も
の
と

し
、
支
那
文
化
の
基
礎
を
以
℃
、
従
来
支
那
卒
者
間
代
行

は
れ
た
る
よ
}
岡
ヒ
く
，
乙
の
時
代
に
わ
ら
1
乙
し
、
発
舜
又

…
切
に
歴
史
的
人
物
1
乙
な
す
が
如
し
、
乙
れ
栽
胸
先
輩
事
者

一
の
ぬ
等
諸
帝
を
以
℃
、
唯
儒
数
思
訟
の
反
彩
と
し
て
、
由
民

一
一
的
事
貨
と
し
て
之
、
b
w
o
る
之
そ
の
設
を
異
に
せ
ら•• 

，
.
 

一
備
は
氏
は
商
及
般
の
諸
帝
が
、
其
の
名
を
子
文
に
と
れ
る

、口
H
O
K
C
H
O
U
H
M

仲間一
ω
8
3
0内

A

し
ピ
ロ
戸
時
O

け
Z
開
ロ
ル
三

.po
一
は
、
恐
ら
く
は
そ
の
生
年
に
擦
れ
る
も
の
な
る
可
し
と
な

sbロ〕
)
ち
g々

・
吋
・
同
町
子
滋
授
兼
一
九

O
八
年
新
約
十
せ
る
が
如
う
は
趣
味
わ
る
見
解
と
一
五
ふ
可
し
い
と
誇
せ
り
。

克

コ

ロ

ム

ピ

ア

大

卒

出

版

部

殺

行

…

余

が

本

蓄

を

一

読

す

る

に

歪

れ

る

は

と

の

紹

介

の

言

に

勤

通
報
の
編
輯
主
任
シ
ヤ
ザ
シ
ヌ
敬
授
は
パ

l
カ
!
激
授
の
…
か
ヨ
れ
し
が
鴻
に
し
て
、
而
じ
て
之
を
一
読
す
る
に
及
び

誠
一
反
原
京
1

乙
併
せ
℃
本
設
を
批
許
せ
る
が
噛
本
替
の
長
所
…
℃
廷
に
詳
細
に
之
が
内
容
に
就
て
記
述
す
る
の
無
銭
の
業

は
先
秦
時
代
数
千
年
の
際
史
そ
、
各
時
期
に
分
ち
て
ぞ
の
一
に
み
ら
Y
る
を
成
ぜ
b
。

特
徴
を
蹴
別
し
得
た
る
之
文
郎
氏
放
と
角
逐
せ
る
-
窓
外
民
一
本
書
は
ヒ

Y
ト
殺
授
が
コ
ロ
ム
ピ
ア
大
脇
一
氏
招
聴
せ
ら
れ

放
の
之
に
及
ぼ
甘
る
影
響
を
指
摘
し
得
た
る
之
、
弁
に
有
‘
て
よ
ム
ヲ
、
問
事
年
問
、
一
般
の
的
中
生
代
向
て
試
み
た
る
通
俗

形
的
資
用
的
方
而
に
於
け
る
か
人
別
遊
歩
の
跡
を
粋
ね
得
た
的
の
議
議
よ
歩
成
れ
A
Y
、
第
一
章
は
紳
話
的
口
神
的
と
溜

る
之
の
、
一
一
一
駄
に
わ
ム
リ
1
乙一おけ
ψ

た
る
の
み
に
て
、
純
一
砕
乞
し
、
黄
帝
時
代
の
文
物
は
バ
ピ
刊
日
一
ア
の
文
明
の
徐
波
に

試
み
ず
。
然
る
に
史
的
学
雑
誌
の
新
茶
税
蜘
怖
に
は
本
書
に
就
出
で
た

b
と
の
ド
φ

ヰ
ノ
ク
!
ペ
リ

1
数
授
の
所
設
に
濁
し

新

著

批

評

新

著

批

評

ヒ
Y
ト
教
授
支
部

古
代
史

EH 

:準

民自

A

、.、
J

ノ
J

ノ



新
著
.
批
部
町
?

で
は
、
乙
れ
ド
@
ギ

1
又
が
一
七
五
八
年
代
偽
閥
事
支
曾
院
は
一
二
大
神
話
的
幻
強
に
し
℃
之
が
形
憾
b
b
捕
誕
せ
ん
と
す

に
於
て
、
支
那
人
は
波
及
人
の
航
氏
地
よ

b
後

越

せ

る

も

る
i
b
能
は
ず
、
組
己
の
焚
に
溺
れ
た
お
約
半
と
、
之
を
伐

の
な

b
之
設
け
る
f

乙
敢
℃
強
大
路
な
か
る
可
し
よ
」
℃
之
を
ら
で
新
王
朝
を
立
℃
た
る
同
代
以
前
に
は
、
府
内
の
単
貨
と

広州け
η
ノ
、
ヒ
ト
ホ
!
ア
ェ
ン
の
和
闘
を
以
℃
支
加
入
機
の
ゆ
情

J

し
℃
認
h
u
可
き
も
の
あ
る
な
じ
。
印
ち
輝
総
前
第
十
二
世

策
之
な
す
の
訟
を
も
疑
へ
F
9
0

第
二
章
儒
数
体
設
に
は
発
…
紀
の
絡
b
h仏
至
R

り
℃
初
め
て
信
出
獄
す
る
に
足
る
可
b
d
肢
史

舜
井
に
夏
の
事
蹟
hz逃
ぺ
し
も
、
勿
論
番
艇
の
記
事
を
正
で
ど
宿
す
云
々
し
と
。
」
説
き
(
五
五
百

N
l一
九
六
百
)
、
そ
の

機
な
ら
'IL
信
ヒ
た
る
に
は
わ
ら
ず
、
郎
ち
第
一
二
意
般
代
の
一
文
物
に
就
℃
論
ず
忍
に
際
し
、
1
誉
総
は
そ
の
日
常
の
文
物

記
事
代
於
℃
。
吋
此
時
代
代
去
る
ま
で
の
支
那
史
絡
の
信
，
一
に
叙
及
す
る
や
、
金

3
五
口
人
乞
じ
て
疑
惑
な
起
3
し
な
る

用
し
難
h
d
之
に
就
℃
、
ジ
ヤ
ヴ
ン
又
一
致
授
は
借
主
の
模
範
…
も
の
あ

b
、
余
は
業
界
大
時
以
下
約
半
に
返
る
ま
で
の
常
.

た
る
発
狩
に
噺
す
る
体
訟
は
椴
衡
の
相
磯
へ
る
絡
に
於
℃
…
王
宰
相
が
、
会
私
の
問
題
に
鰯
し
℃
述
べ
た
ら
'
と
一
式
へ

人
hzし
て
疑
を
起
8
し
な
る
も
の
あ
り
、
支
郊
最
古
の
典
了
心
、
問
問
調
先
速
の
一
一
三
ゆ
る
も
の
は
、
鼠
-K備
敬
製
品
ぬ
の

総
た
る
待
艇
は
之
に
就
て
何
等
言
及
す
る
虎
わ
る
な
く
発
…
普
率
的
意
見
を
年
初
的
に
排
列
し
、
以
℃
人
ど
崎
一
お
せ

舜
の
事
蹟
は
間
代
の
風
俗
制
度
ぞ
表
示
せ
λ

リ
と
一
試
へ
る
一
る
も
の
に
過
ぎ
公
る
や
ど
疑
ふ
も
の
な
り
し
と
一
X
へ
ら

か
、
余
は
全
然
之
に
同
意
す
る
も
の
な

b
c
シ
ヤ
ザ
ン
ヌ
…
(
七
六
頁
)
。

日
く
寸
前
内
が
能
く
成
功
し
得
た

b
t一
五
へ
る
水
一
利
的
事
業
一
抑
も
古
銅
器
を
以
て
恵
比
の
遺
物
な

λ
?と
総
-U
る
に
‘
み
1
1
9

は
、
数
世
代
の
久
し
ち
に
…
日
…

b
℃
地
勉
之
に
従
事
す
る
に
し
は
、
一
は
そ
の
銘
の
う
ち
に
記
治
れ
た
る
人
名
の
般
代

わ
ら
な
れ
ば
到
応
能
く
し
難
含
の
大
事
業
た
夕
、
市
川
賞
の
の
諮
常
『
乙
同
一
の
命
名
訟
に
よ
れ
る
も
の
わ

b
し
が
殺
な

記
事
の
う
ち
に
は
、
古
代
地
理
I

乙
大
市
内
の
体
設
と
相
滋
治
‘

λ

リ
。
印
十
り
般
代
議
帝
の
名
に
は
、
甲
、
乙
、
一
内
、
丁
、
戊
、
己
、

3
れ
わ
る
を
以
て
、
之
を
総
統
じ
得
可
し
。
発
、
潟
、
馬
氏
、
半
、
壬
、
等
十
子
の
文
字
を
用
お
わ

b
、
而
し
て
十
干
は

ムハムハ四

l2'J 

.~ " 也、 ‘、司司・_.-

、

一
克
古
都
際
日
を
一
不
す
が
怨
代
用
ゐ
ら
れ
し
者
に
し
て
、
小
児
科
精
巧
な
る
兵
限
付
ぞ
経
る
の
域
代
迷
せ
》
ら
じ
が
処
な
ら

の
生
ま
る
る
や
そ
の
生
日
の
子
放
を
以
℃
之
代
命
名
し
、
ん
。
然
ザ
Q
K越
路
替
の
記
事
代
採
る
氏
、
越
王
勾
践
(
耐

乙
の
初
日
憤
は
商
代
を
混
と
て
行
は
れ
し
が
、
放
代
詩
帝
の
和
四
九
五
j
凶
六
五
)
は
純
鈎

t
云
へ
る
名
剣
を
有
せ
し

名
は
之
代
太
仲
小
刷
等
の
形
容
詞
そ
添
へ
し
に
過
ぎ
ず
。

J

M

Y

、
乙
の
名
剣
は
亦
釜
山
の
錫
之
若
耶
渓
の
制
1
乙
を
以
て

然
る
に
古
制
球
に
見
え
た
る
人
名
に
も
之
に
類
似
の
も
の
一
欧
治
子
之
一
お
べ
る
名
一
ム
の
鍛
へ
し
も
の
な
F
9
1
乙
見
ゆ
、
(
炎

わ
り
、
而
し
℃
か
〉
る
命
名
桧
は
ζ

の
前
後
の
時
代
に
わ
一
越
表
秋
に
は
蛾
主
免
常
司
将
司
欣
治
子
一
作
品
名
剣
五
枚
ニ
日

b
て
は
般
代
の
如
く
践
に
行
は
れ

3
4
0
よ
台
、
支
那
の
考
…
純
鈎
云
々
と
わ
ら
)
而
し
℃
問
者
は
又
欧
治
子
ぱ
炉
建
王
の

古
風
一
者
は
之
を
以
℃
般
代
の
製
作
に
係
る
も
の
な
A
Y
と
日
一
鴻
に
銭
剣
を
作
れ
る
之
を
記
せ
ら
。
思
ふ
に
餓
剣
は
会
く

せ
し
な

b
o
(
七
二
一
見
)
。
捗
そ
の
銅
版
付
時
代
は
何
れ
の
時
代
一
常
時
に
わ
ら
℃
は
珍
奇
1

乙
目
3
れ
じ
な
る
可
く
、
強
王
は

よ
ム
ソ
鍬
務
時
代
に
進
み
し
や
之
一
試
ふ
に
、
ヒ

Y
ト
敬
授
は
了
七
の
鋭
利
精
巧
な
る
に
戚

b
℃
、
風
胡
予
と
一
五
へ
る
に
向

凡
モ
商
船
前
五
百
年
頃
な
る
可
し
と
な
し
、
越
絡
害
容
十
一
℃
夫
剣
鍛
耳
、
‘
回
能
有
町
一
粉
・
純
一
若
v
此
乎
E

乙
問
ぴ
し
に
、
風

一
に
見
え
た
る
記
事
に
よ
ム
リ
て
之
を
殺
せ
A
Y
C

初
め
管
仲
…
胡
子
部
へ
・
て
時
各
一
有
u

使
ν
然
、
府
戦
紳
民
赫
符
之
持
、
以
v

石

の
孫
の
仮
設
(
西
紀
前
六
八
五

i
六
四
一
一
…
)
に
臨
織
に
課
税
一
銭
ν

兵
、
断
】
樹
木
対
一
一
宮
室
一
死
而
税
減
、
夫
一
脚
胸
部
主
使
い
然
、
賢
一

す
る
の
利
を
説
く
や
、
一
女
必
有
二
銃
一
刀
一
若
英
世
帯
立
、
一
策
常
之
時
一
以
ν
玉
潟
ν
兵
、
以
伐
一
一
樹
木
日
終
日
日
宮
内
金
一
様
ν
地
、
夫
玉

耕
者
必
有
二
米
一
松
一
銚
一
若
茶
事
立
、
行
般
日
}
述
紹
紙
単
一
者
、
一
亦
紳
物
品
、
又
活

h
…一主使
v
狭
山
、
死
而
龍
臓
、
碍
火
之
時
、
以
ν

必
有
二
斤
一
鉱
一
鍬
一
懲
一
芳
共
事
立
、
不
v

附
附
而
成
ν
事
者
、
，
銅
品
川
ν
兵
、
以
態
=
伊
関
羽
一
弘
山
内
一
決
v

江
洛
v

河
東
注
目
於
東
海

天
下
無
v
有
t
c
説

5
し
が
一
品
一
一
口
も
兵
器
の
乏
に
鋭
及
せ
ず
天
下
通
平
治
枝
川
臼
宮
内
鬼
一
号
一
非
司
連
主
之
力
誠
一
位
一
日
此
之
時
一
作

創
モ
散
防
錨
の
問
'
は
平
和
的
邸
付
具
に
の
み
限
ら
れ
戦
守
的
=
銚
兵
ん
成
品
服
一
一
一
笈
・
一
天
下
関
ν
之
、
英
首
政
不
v
服
、
此
亦
鍛
兵
忠

武
器
に
及
ば
3
0
し
も
の
之
見
ゆ
査
し
鈴
織
の
工
未
だ
銑
紳
、
大
王
有
ι

泊中一徳一
trv
一メヘ
A
Y
。
妓
に
風
胡
子
の
以
v
玉
然
ν品〈

羽
市
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之
一
試
へ
る
時
代
は
石
鉱
石
斧
等
の
廓
か
れ
た
る
新
石
器
時
議
な
ふ
が
放
に
晋
の
孔
晃
注
け
い
聡
呂
籾
名
と
見
ゆ
、
騒
呂

代
に
相
常
す
可
く
ぞ
の
所
説
は
近
世
人
類
噂
者
新
研
究
の
に
代
る
に
斡
籾
の
文
字
を
以
℃
せ
る
は
、
司
w抑
制
限
に
わ
ら

結
果
之
能
く
符
合
せ
台
。
貨
に
乙
の
一
刀
御
鍛
定
家
風
胡
す
ん
ば
後
の
校
訂
者
の
抑
制
呂
の
義
乞

-mせ
診
る
も
の
の
所

子
の
所
設
は
、
儲
数
的
体
説
よ
タ
も
却
℃
能
く
支
那
膝
史

v

品
川
な
ら
ん
。
然
る
に
之
た
以
て
外
凶
誌
な

b
之
総
む
る
時

俊
民
の
真
相
を
説
明
せ
る
も
の
に
し
て
、
信
石
得
時
代
の
…
は
、
容
易
に
説
明
を
下
し
得
可
し
。
前
漢
書
旬
奴
出
慨
に
、

未
に
お
れ
る
策
・
常
、
が
、
仰
が
-
首
山
之
鋼
一
銭
広
三
一
鼎
千
品
剤
山
…
西
紀
前
四
七
年
、
撲
の
使
節
事
縞
都
尉
一
線
白
光
職
大
夫
閥
抗

之
陽
一
之
一
再
へ
る
が
如
b
J
¥

北
の
く
ぼ
風
訓
子
が
銅
版
伸
一
時
代
の
す
織
勾
奴
の
呼
斡
邪
m
草
子
1

乙
獄
約
を
崎
N
A
9
や
、
倶
殺
司
旬
奴
訪

初
に
な
ち
之
な
せ
る
ぬ
が
、
染
州
よ
λ

リ
質
物
之
し
℃
、
餓
一
水
東
山
-
刑
-
一
白
町
内
H
W
平
子
以
リ
】
筏
路

w一
口
何
日
一
長
刀
金
制
問
雄
日
焼
v

k
得
允
・
9
1
L
一
式
へ
る
が
如
、
3
は
一
の
時
代
錯
誤
に
し
℃
、
一
日
湖
、
以
誌
上
問
中
子
所
μ

破
口
月
氏
一
土
一
県
均
一
日
飲
滞
日
者
ヘ
共
飲
ν

血

人
を
し
て
支
那

Er否
史
代
謝
す
る
祭
場
ザ
ピ
深
う
せ
し
h
u
る
一
服
と
ゐ

b
℃
、
総
劫
の
訟
に
経
路
旬
奴
賀
刀
・
品
i
L
見
ゆ
。

一
凶
た
ち
F

乙
設
け

b
、
二
三
四
民
l
二
一
一
一
七
頁
)
c

一
ク
ク
プ
ロ
!
ト
等
の
設
け
る
が
如
く
旬
奴
の
用
訟
は
却
も

以
上
一
は
ヒ

Y
ト
数
授
の
懐
疑
的
所
論
の
一
斑
な
る
が
、
一
良
一
・
主
主
、
穏
な
ι
リ
し
と
い
凡
る
可
く
、
近
代
の
同
級
代
℃
剣
を

に
そ
の
建
設
的
創
見
の
一
例
と
し
℃
、
北
狭
の
支
那
文
明
子
山
口
匂
pw
と
一
五
へ
る
は
武
王
の
用
わ
た
る
戦
呂
f

乙
相
同
b

に
及
ぼ
せ
る
影
響
に
倒
す
る
意
見
を
掲
げ
-
A
。
第
三
章
に
一
か
ら
ん
。
来
し
て
然
、
b
ば
西
和
前
第
十
二
世
紀
に
武
玉
の

般
の
滅
む
を
叙
せ
る
に
際
し
、
司
提
言
罪
対
死
所
一
武
王
…
倣
一
ぴ
た
。
，
O

御
は
記
鍬
の
上
に
残
れ
る
空
白
の
土
裏
金
仰
に

白
川
別
v
之
一
一
一
後
術
後
下
v
卒
、
以
白
日
韓
川
柳
目
撃
ν
之
之
叙
せ
る
が
、

F

℃
知
ら
れ
た
る
な
λ

リ
O
R叉
支
那
の
商
伯
た

b
し
武
主
が
、

乙
の
戦
初
I
C
一
お
へ
る
文
字
は
制
限
れ

h
、
司
馬
濯
の
そ
の
撰
旬
奴
の
組
先
と
何
等
か
の
関
係
を
有
せ
し
、
と
も
、
亦
強
測

越
し
に
際
し
典
操
i
ζ

せ
る
逸
問
書
克
般
鮮
に
は
、
撃
Y

之
以
一
日
抑
制
し
得
、
b
る
可
し
之
見
え
た

b
(六
五
一
良
i
六
七
一
良
)

0

呂一日門戸口
m'・ロm
w
f

乙
わ
よ
り
、
而
し
℃
騨
口
同
と
ふ
鶏
ゆ
ず
は
無
意
第
四
寧
乃
至
第
八
章
は
周
代
の
記
事
に
宛
℃
ら
れ
成
は
踊

者

選

一

批

評
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玉
母
に
闘
し
、
或
は
指
商
事
代
蹴
し
、
哉
は
銅
鼓
に
闘
し

読
者
-Va
啓
殺
す
る
の
議
論
多
し
】
と
雌
も
、

A
ー
は
す
べ
℃
之

を
協
し
、
前
項
の
締
足
I
乙
し
℃
総
と
北
秋
と
の
関
係
に
就

℃
の
所
論
を
抄
出
せ
ん
に
先
づ
普
の
れ
公
子
重
耳
の
穏
に
炎

る
や
、
越
求
従
ν
語
、
伐
弘
樹
谷
知
一
得
一
二
女
一
程
以
日
目
茶
少
女

4

妻
ロ
量
耳
一
長
女
一
妥
口
湖
衰
日
而
生
-
后

tJの
b
J
印
ち
越
盾
の
母

は
北
放
の
女
た
る
な
り
、
西
紀
前
回
二
五
年
治
世
一
一
一
十
三

年
に
し
て
死
せ
る
趨
褒
子
は
本
名
乞
母
郎
1
」
一
式
へ
る
が
母

は
程
の
鱒
に
し
℃
広
岡
氏
を
姿
れ
b
。
北
狭
の
支
那
文
物

に
影
響
す
可
ち
は
自
然
の
勢
に
し
℃
、
ジ
ヤ
グ
ン
ヌ
数
授

は
越
の
世
家
に
は
、
不
可
思
議
カ

k
諮
る
之
史
認
の
他
の

議
終
よ
ら
も
多
-
し
と
評
せ

b
。
又
戦
闘
策
に
は
、
及
ε

一二晋

分
昌
智
氏
一
越
義
子
最
怨
副
知
甘
伯
一
而
勝
目
謀
関
以
終
日
b
m
m併
と
の

滋
事
bz
執
す
、
設
苑
に
は
更
に
後
敗
-
一
智
伯
一
終
日
英
首
目
満

一
佐
川
明
伸
一
之
な
せ
り
。
そ
の
何
奴
の
組
先
の
俗
た
る
可
き
は

西
結
前
一
七
五
年
よ

b
一
六
O
年
設
で
お
臨
せ
る
旬
奴
の

岩
上
態
子
が
、
月
氏
王
の
耐
を
以
℃
飲
器

ι潟
せ
よ
り
と
の

前
項
な
る
織
的
脅
の
抜
本
い
じ
よ

b
℃
も
媒
せ
ら
る
〉
所
な
る

m

が
、
更
に
η
ノ
グ
イ
!
の
経
馬
史
認
に
は
西
総
前
二
一
六
年

新

著

批

評

執
政
官
Fdo一5
M
M
o
a
g
g
M
g
の
ガ

hy
ア
流
民
と
戦
以
て
敗

れ
し
時
、
出
。
ロ
民
族
は
其
践
を
刻
ね
℃
殿
堂
代
齢
、
b
し
、
之

乞
滞
め
た
る
後
黄
金
も
℃
之
を
緩
以
、
以
℃
祭
器
一
泊
弥
之

な
せ
ら
と
の
記
事
ゐ
夕
、
而
し
℃
そ
の
ポ
イ
民
族
は
ド
ナ

ク
江
方
面
よ
b

伊
太
利
に
系
住
せ
し
者
な
b
1
ζ

の
説
も
あ

れ
ば
、
或
は
旬
奴
1
ζ

其
秘
絞
を
等
う
せ
る
に
あ
ら
診
る
か
。

次
に
武
一
線
五
(
西
紀
前
三
二
九
年
l
二
九
九
年
)
は
又
政
治

上
よ

h
制
限
に
夏
め
ん
と
し
、
附
附
v
時
制
ν
法
、
国
ν
挙
制
ν
減、

法
皮
制
A
T
各
順
品
業
宜
↓
衣
服
器
械
各
便
・
共
用
一
之
℃
反
割
論

者
代
官
れ
b
、
正
義
は
胡
般
を
注
し
て
、
今
時
間
服
山
知
、

厳
司
除
議
裳
-
品
と
一
広
へ

b
、
葦
し
胡
臓
の
必
要
は
、
武
滋
王

の
援
v
版
続
財
以
備
一
一
燕
一
一
一
胡
秦
斡
之
法
一
『
乙
一
式
へ
る
に
℃
之

を
知
る
可
く
、
郎
ち
王
は
途
初
版
招
a

騎
射
一
主
、
初
め
℃
軍

隊
に
騎
兵
を
輸
入
し
、
以
℃
戦
車
に
よ
ム
リ
℃
戦
へ
る
従
来

の
戦
術
を
一
銭
せ
る
な
ら
、
左
憾
の
注
に
も
至
六
閥
之
時

始
有
単
騎
1

乙・4
の
λ
y
、
是
亦
以
℃
越
の
北
枕
化
せ
る
一
一
絞
と

な
す
可
し

ι見
ゆ
(
二
六
九
一
只
卜
二
七
一
一
一
一
良
〉
。

ヒ
wy
ト
激
授
が
現
代
支
那
皐
者
中
に
ゐ

b
℃
、
一
一
山
地
bz

拭
け
る
も
の
あ
る
は
今
夏
事
新
し
く
越
大
る
迄
も
な
し
、

〆
f 
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f
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、

本
書
は
一
般
的
中
生
に
向
℃
の
講
義
た
る
も
著
者
の
深
奥
該

博
な
る
泊
中
識
の
一
摘
を
洩
し
あ
る
が
故
専
門
家
に
取

b
て
、

も
精
識
の
備
わ
る
や
き
侠
た
ず
一
般
論
者
も
一
皮
套
M

K
絡
が
ば
邸
は
ず
識
ら
ず
支
那
上
古
史
研
究
に
就
て
興
味
'

を
戚
ず
る
に
去
ら
ん
賞
に
本
脊
は
乙
の
輔
の
書
物
の
う
ち
一

に
あ

b
て
上
乗
な
る
も
の
な

b
t乙
一
お
よ
可
b
d
な
A
Y
、
(
問
中
、

率
一
郎
)
。

'.宅 4、・.、F ←‘ 3

“、 4. 

六
六
人

， 
・4

‘、

曹
三
倒
率
曾
前
焼
目
次

世

論

説

均
一
回
目
口
同
丸
o
y
・
氏
の
史
事
研
究
法

由
一
代
理
行
殺
の
妥
件
を
評
す

由
一
利
潤
分
配
法
論
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一

議

淡

時
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運
河
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p

空
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争
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i
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時
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気
賀
勘
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解
説
フ
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リ
ノ
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ポ
グ
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y
チ
民
総
務
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i
猟
江
鶴
一
・
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間
一
財
政
事
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3吋

E
L
E
u
-
s
r
g
ω
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目
立
民
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問

、

日

、

E
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田

中

本
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↑
凸
以

問

中
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郎

紳

戸

寅

次

郎

気
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勘

重
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期

光

高
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勉
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産
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鹿
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よ
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0
0

一o
o
o
m
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料

牧

入
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0
0
一
ρ
心
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品

雑

誌

寅

上

代

ニ
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一

A
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五

一

欣

入

会
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五
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八
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五
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刷

曾
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問
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二
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0
0

…

第
一
一
一
締
郵
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物
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可
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O
い
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立

看

板
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十

本
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来
俊
行
事
務
経
費
一
切
二
山
五
一
一
一
二
九
一
…

刊
立
亦
走
者
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一

0
.
0
0
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出
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間
六
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七
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O

一一
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別

現

金

一
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O
六
五
一
一

三
回
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雑
誌
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以
来
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設
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の
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文
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一

定

の

如

く

和
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無

之
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